青明舎　　フェイスシート

平成　　年　　月　　　日　担当：清水　博己　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　杉本　光子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和２５年　６月１６日生（５７歳）

	
	〒　　　　　住　所　八戸市下長４丁目４番２－４１号　県営住宅　　電話　なし　

	
	病　　名
	　てんかん　ヒステリー
	合　併　症
	　高血圧　　　　

	
	発症時期
	　Ｓ３８年　頃（　　歳時）
	罹 患 期 間
	約　９年

	
	入院回数
	　　２　回　　
	延べ入院年数
	　約　　年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端　Dr　）
	外来受診日
	火曜日（　２週１回）

	医療区分
	国保・家族
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　０円
	愛護（　A　）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金１級（知的）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　４
	負担上限月額
	６，１５０円
	相談支援事業所
	青明舎

	日中活動の場
	　通所介護（アネックス妙光園）　（毎週２回　月曜日、木曜日　風呂利用）

　通院介助（ヘルプフル妙光園）　（隔週　火曜日　青南病院）

	住まいの場
	　県営住宅（居住サポート）

	入所年月日
	
	身長
	cm
	体重
	kg

	最終学歴
	地元中学校卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　なし
	

	保　護　者
	氏　　名　　　杉本　信一　　　様　　　　　　　続柄　　夫　　　　（同居　・否）

	利用目的

安定した地域生活

	入院・治療歴　初診日（

①昭和38年～平成2年頃　　　　　 八戸赤十字病院：通院

②平成2年頃～平成10年5月　長谷川内科胃腸科医院：通院

③平成10年5月7日～平成10年8月24日　 　青南病院：入院

④平成10年24日～平成11年11月　　　　　青南病院：通院

	家族構成







	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

自宅にて夫(知的障害)と二人暮し。近所に義弟が住んでおり、生活面での協力を得られる。重度心身障害者医療受給者証有、障害基礎年金1級受給。

	生活歴　

南部町(旧福地村)にて同胞2名の第1子として出生。中学校1年生時(S38年)に、てんかん発作を起こし、八戸赤十字病院受診。てんかんと診断され、同院にて通院治療を継続していた。中学校卒業後は、家事手伝いをして、ほとんど外出することなく生活していた。H1年結婚し、夫(知的障害)との二人暮しを始める。夫は飲酒しては、本人に対する暴力を振るい、家庭内でのトラブルが続き、本人はストレスを感じていた様子。H2年頃に長谷川内科胃腸科医院へ転院し、通院を継続。H10.5.7家族が自宅を訪問すると、顔面蒼白で口から泡を吹いている状態で、全身の痛みを訴えていた。疎通不良・興奮状態であり、「夫が焼酎のビンで殴った」と訴えることもあった。全身の緊張状態が続き、長谷川内科胃腸科医院受診すると、青南病院を紹介され、H10.5.7同院受診し入院(～H10.8.24)。入院中は物事を被害的に捉え、周囲との交流を上手く図れないことが度々あった。不眠・徘徊・拒食などもあったが、徐々に改善していった。青南病院退院後は自宅療養となり、同院への外来通院を継続していた(H11年11月中断)。その後、長谷川内科胃腸科医院へ通院していたが、不定期であり、服薬を行なっていたかも不明である。

H17年秋頃、大声で叫ぶことがあり、近所の住民から大家に苦情が寄せられることがあった。苦情が重なり、アパートから強制退去を迫られ、現在の県営住宅へ転居。H18年夏頃より、夜間(午前3時～午前5時頃)に大声で叫び、隣人宅の戸を蹴るなどの迷惑行為があった。県営住宅の管理会社（東北産業）から八戸市役所へ苦情の電話があり、市役所職員・八戸市障害者地域生活支援センター職員が訪問し、精神科病院へ受診するよう促していた。市役所職員が自宅を訪問すると、部屋の中は物が散乱している状態であった。以後も迷惑行為が続き、八戸市役所より市内の相談支援事業所を紹介され、H18.12.25地域活動支援センター「青明舎」へ相談のために来所。青南病院への受診を促し、H18.12.27同院受診し医療保護入院となる。H19.3.5主治医面談を実施し、今後について話し合われ、3月中を目途に退院するという方向となった。同日17時過ぎ、間代性てんかん発作がある。H19.3.30退院療養検討会議（医師、看護師、作業療法士、病院PSW、青明舎）を行い、地域生活への移行についての準備を進める。徐々に状態が安定し、本人、家族より退院の希望があり、家族の受け入れ態勢が整った為、H19.3.31青南病院退院。



	サービス提供プラン

月曜日、木曜日･･･デイサービス　　隔週火曜日･･･通院介助（有償運送）　

月曜日、水曜日（隔週受診後）、木曜日･･･訪問看護4.10　サービスへの拒否はなく、送迎バス（有償運送）に

乗り、外来通院を行う。




平成　19年11月12日　（月）

	氏　名
	杉本　光子　　様
	男・女
	生年月日
	　昭和25年6月16日（57歳）


	長期目標（中期・短期）

	・サービスの安定した提供


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	H19.3.31青南病院退院後、夫の待つ県営住宅に戻る。4.4自宅へ訪問し福祉サービスの提供について光子様、夫へ説明する。

4.7 事業所（ヘルパー事業所、デイサービス事業所）と顔合わせを行い、サービスの体験利用から始める事とする。

4.16　１回目のサービス調整会議を行う。（参加：ヘルパー、デイサービス事業所）

5.8 　夫が左足の痛みを訴え、泌尿器科を受診し同日入院となる。前立腺肥大症によるもので、自力での排尿が困　　難。今までは夫といっしょに近くの銭湯で入浴をしていた。光子様単独での入浴は不可能である為、デイサービスの利用を増やす事を検討する。

5.16 サービス提供の見直しと今後の対応についてサービス調整会議を行う。（参加：ヘルパー、デイサービス、訪問看護）。

その後のサービス提供は順調スムーズにいく。夫の信一様の退院後の生活について泌尿器科と相談。自力での排尿が困難である事、服薬について理解が低い事があり、訪問看護サービスの導入を検討し、夫に説明するが、サービスの受入は拒否。６月に夫は泌尿器科を退院する。サービス提供後に光子様を送る際に、夫が家に鍵をかけ不在となる事が度々あった。

7.30 デイサービス提供の為に迎えに自宅に行くが不在との連絡を受ける。

7.31 通院介助の為訪問するが不在であり、安否確認の為保護者である弟にも連絡をするが連絡がつかない。

8.2 ８時青明舎で訪問し、安否を確認し各機関へ情報提供する。夫は「迎えがこなかった、だから祭りに行った。８時までは待っていた」との事で迎えが９時～１０時の間である事を再確認する。同日病院受診を行ってもらう。弟に合鍵を光子様に持たせて欲しい事を伝えるが「一人で出歩いてもらうと困る」などを話し、合鍵を持たせる事を渋るが説得し合鍵作成してもらう事とする。その後、弟に連絡するもこちらからの連絡には応じない。八戸市障害者地域生活支援センターより、杉本様の隣の住民からの苦情がある、との事で住民と県営住宅管理者を交えての障害者自立支援協議会を開催する。

8.23 自立支援協議会（障害福祉課、八戸市障害者地域生活支援センターハピア、県営住宅管理　東北産業、杉本様隣の住民、訪問看護、青明舎）　昨年近隣住民からの苦情の対応にはハピアが対応していた。ハピアでは、警察と同行し注意をしていたが改善されなかった。叫ぶなどの迷惑行為は精神症状の悪化によるもので、症状を抑えるために服薬をしながら通院をしていれば迷惑行為は減少する事を説明する。迷惑行為がある際には、すぐに青明舎、訪問看護、障害福祉課などに連絡していただきたい事を伝える。

8.27　保護者である弟と話し合いを行い近隣住民への迷惑行為への対応や、本人不在時の安否確認を行う為に居住サポートの申請をする。その際に、合鍵を作成していただき、光子様に渡す。夫の信一様が尿失禁があり、光子様の家事の負担になっている。その為、信一様の福祉サービスを提供していきたい、と提案し、弟の了承を得る。

　その後光子様へのサービス提供は安定する。

9.初旬　障害福祉サービス受給者証を紛失した、との事で再発行手続きを行う。その後、保護者の弟、光子様、信一様の了承を得て、青明舎にて受給者証を預かる。

9.27 河原木地区民生委員　黒澤　勝敏氏より電話相談を受ける。

　　杉本宅からのゴミ捨てが曜日を構わず捨てている事がある。これまでも度々注意していたが改善されない。団地を管理している事業所（東北産業）より、青明舎の事を知り電話をした。

　　集会所にて、黒澤民生員と面談。ゴミの件、夜中に騒ぐ、近隣住民とのトラブル、近所の花壇から花がなくなって、杉本様宅の下の土に花が植えていた事など多数の苦情があり、全て本人ではないと思うが、団地内では杉本氏が行った事という見方をしている。

清水より、夫婦で知的障害である事、その為、福祉的サービスを実施している事、叫ぶなどの行為が通院・服薬により抑えられている事を説明する。もし苦情があれば、本人ではなく、青明舎に相談し、その後解決策を検討する、としている。

	ゴミ捨ての件

　現在デイサービスが月・木曜日であり、ゴミ捨て日が火・金曜日である。曜日への意識が薄い事があり、デイサービス終了後の送りの際に、デイスタッフより「明日はゴミの日」である事の声掛けを行っている。

9.28　八戸市障害福祉課へ、杉本信一様への福祉サービス提供のための障害程度区分認定調査を依頼する。

10.1　夫の信一様　障害程度区分認定調査（相談支援専門員同行）を行う。

　　　どんな項目を聞いても「やれる」「大丈夫だ」と話す。長谷川内科へは通院し、薬を１か月分もらう。佐々木泌尿器へは通院しておらず、通院すると入院を勧められる、との事で通院していない。

10.17 ヘルパー導入をヘルプフル妙光園と検討。隔週　火曜日（外来受診日外）に11/6より行う予定とする。

10.22 ヘルパーより、杉本宅の掃除用具の確認をして欲しい、と連絡を受ける。ヘルパー、青明舎と訪問し、掃除用具の確認を行い、足りないものがあれば弟に依頼する。

五福より、現在信一様の尿漏れがひどく、光子様よりお金をもらい五福訪問時にリハビリパンツを購入している。夜間の尿量は多く、週３０枚ほど購入する、との事。

10.23　障害福祉課より夫の障害程度区分は３で決定した、との連絡を受ける。

　　　ヘルパーと同行訪問を行う（３名）。光子様の機嫌が悪く、妄想様の発言がある。ヘルパー導入が困難であり、掃除用具の確認を行い、新品の掃除機はある。雑巾は真っ黒である事から、弟に依頼する物を雑巾５枚、床・棚を拭く洗剤の購入を用意してもらう事とする。

10.24　弟様へ上記の掃除用具の購入を依頼する。

　　　デイサービス訪問。インフルエンザ予防接種についての打合せを行う。

10.30　ヘルパー事業所より、保護者　弟光穂様の妻が亡くなった、との連絡を受け弟様へ確認する。光子様、信一様には知らせていない。サービスは、継続して行う事とする。五福には情報提供する。


プラン計画者　氏名：　清水　博己

	問題点
	介入方法
	支援期間

	夫の世話

夫の前立腺肥大症
	ヘルパーを導入し、光子様の家事の負担を減らす。

夫へ泌尿器科への通院を促すが拒否する。歩行困難になっても拒否する。排尿困難時に早期に発見する体制を整える。（訪問系サービス事業所より情報収集）
	　　１ヶ月

	近隣住民とのトラブル
	隣の住民からの情報収集を行う。

民生員との協力体制を確立する。

インフォーマルな資源の開発
	    ６ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

H19.10死亡





保護者








